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阿南市橘町

海正八幡神社 秋祭り
表紙の写真

P2	 鈴木財務大臣に要望書を提出！
P3	 ４年ぶりに阿南の夏祭り開催！
P4	 小規模事業者持続化補助金 等
P6	 水ものがたり
P7	 小さな店が輝く時



及
び
安
心
・
安
全
で
安
定
し
た
暮
ら
し
と
企
業
の
た

め
、
ま
た
利
水
・
渇
水
・
流
域
治
水
対
策
事
業
費
の

重
点
配
備
と
継
続
強
化
の
要
望
書
を
手
渡
し
、
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。
今
回
の
要
望
書
活
動
に
は
、

地
元
企
業
の
日
亜
化
学
工
業
㈱
粟
谷
常
務
も
参
加
し

て
い
た
だ
き
、
地
元
企
業
の
声
を
直
接
届
け
る
こ
と

が
で
き
、大
変
有
意
義
な
要
望
活
動
と
な
り
ま
し
た
。

　

同
様
に
、
国
土
交
通
省
を
訪
問
し
、
𠮷
岡
技
監
・

丹
羽
道
路
局
長
・
廣
瀬
水
管
理
国
土
保
全
局
長
と
順

次
お
会
い
し
、
要
望
書
を
お
渡
し
し
た
後
の
意
見
交

換
の
場
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
の
一
刻
も
早

い
完
成
と
整
備
に
つ
い
て
、
地
元
の
切
実
な
声
を
聴

い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

令
和
５
年
８
月
２
日
㈬
・
３
日
㈭
、
阿
南
市
高
規

格
道
路
等
建
設
促
進
期
成
同
盟
会
・
那
賀
川
渇
水

対
策
協
議
会
の
両
会
長
で
あ
る
当
所 

兼
松
会
頭
が
、

中
西
参
議
院
議

員
・
表
原
阿
南
市

長
・
橋
本
那
賀
町

長
と
伴
に
財
務
省

を
訪
れ
、
鈴
木
財

務
大
臣
と
お
会
い

し
ま
し
た
。
命
の

道
で
あ
る
徳
島
県

南
部
の
高
規
格
道

路
の
更
な
る
南
進

加
速
と
早
期
完
成

鈴
木
俊
一
財
務
大
臣
・
吉
岡
技
監
に

要
望
書
を
手
渡
す
！

開催
予告

四国はひとつ　道は８の字　四国の未来は無限大	∞

「未知フォーラム2023 in 阿南」
～未来へつなごう！道・ひと・地域～

　高規格道路は、徳島県南部住民にとって県南地域の経済産業の発展や観
光振興を支え、災害から地域住民を守るために必要不可欠であり、早期整
備には地域の熱い想いを発信し続けることが重要です。そこで、官民が一
体となって地元地域の良さを再認識し、県南地域まで高規格道路が繋がっ
た時、「住んでよし、訪れて良し」と地元を誇りに感じ、夢と希望が持て
るみちづくり・観光地域づくり等の展望を発信します。

●開催日時：2023年10月28日㈯　14：00〜16：00
●開催場所：阿南市文化会館「夢ホール」

●基調講演：国土交通省（予定）
●パネルディスカッション：
「夢と希望」が持てる未来への“みちづくり”“まちづくり”

助成支援：一般社団法人　四国クリエイト協会
主　　催：四国はひとつ“阿波のみち”女性フォーラム実行委員会
事 務 局：阿南商工会議所内 岡澤　TEL0884−22−2301	

県南地域が「ワンチーム」となって、ミッシングリンクの解消
を目指し、地域と密着した“みちづくり”、魅力的で活力ある“ま
ちづくり”を実現するためには、インフラ整備が必要不可欠で
あります。コロナ後の将来不安を解消し、夢と希望が持てる未
来について考えます！

　

阿
南
商
工
会
議
所
で
は
、
会
員
事
業
所
さ
ま
に
て

永
年
に
わ
た
り
勤
務
さ
れ
、
優
秀
な
従
業
員
の
功
績

を
称
え
る
「
優
良
従
業
員
表
彰
式
」
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
表
彰
式
を
通
じ
て
、
従
業
員
の
こ
れ
ま
で
の

日
々
の
頑
張
り
を
労
う
と
と
も
に
お
祝
い
し
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
該
当
す
る
従
業
員
の
方
が
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
ご
推
薦
く
だ
さ
い
。

《
表
彰
式
日
時
・
場
所
》

日
時
：
令
和
６
年
１
月
19
日
㈮

場
所
：
阿
南
市
商
工
業
振
興
セ
ン
タ
ー
２
Ｆ

展
示
ホ
ー
ル

《
表
彰
の
種
類
に
つ
い
て
》

●
勤
続
10
年
以
上
表
彰

●
勤
続
20
年
以
上
表
彰

●
勤
続
30
年
以
上
表
彰

※
同
封
の
推
薦
書
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◎
お
問
い
合
わ
せ

　

阿
南
商
工
会
議
所
・
業
務
課

　

☎︎
０
８
８
４

－

２
２

－

２
３
０
１

財務省に要望書を提出

国土交通省に要望書を提出

優
良
従
業
員
表
彰

ご
推
薦
の
ご
案
内

令
和
５
年
度 
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４
年
ぶ
り
に
阿
南
の
夏
ま
つ
り
が
帰
っ
て
き
た
！

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
影
響
で
中
止
や
延
期
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
「
阿
南
の
夏
ま
つ
り
」
が
、
7
月
22
日
㈯
と
23
日
㈰
の

２
日
間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
た
。
阿
波
踊
り
、
ダ
ン
ス
ア
ン
ド
コ

ン
サ
ー
ト
、
コ
ス
プ
レ
祭
り
、
花
火
大
会
な
ど
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
が

催
さ
れ
た
ほ
か
、
約
１
０
０
店
舗
の
屋
台
が
並
び
、
マ
ル
シ
ェ
も
同

時
開
催
さ
れ
、
２
日
間
で
６
万
２
千
人
も
の
来
場
者
で
賑
わ
っ
た
。

　

富
岡
小
学
校
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
に
よ
る
パ
レ
ー
ド
を
皮
切
り

に
開
催
さ
れ
た
阿
南
の
夏
ま
つ
り
は
、
阿
波
踊
り
競
演
大
会
で
は
、

３
ヶ
所
に
設
置
さ
れ
た
演
舞
場
に
お
い
て
、
市
内
外
か
ら
参
加
し

た
23
連
が
熱
気
あ
ふ
れ
る
演
舞
を
披
露
し
、
観
客
か
ら
大
き
な
声

援
や
拍
手
が
降
り
注
い
だ
。

　

ま
た
、
約
２
万
個
の
風
車
と
Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
竹
に
取
付
け
た
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
「
光
の
か
ざ
ぐ
る
ま
」
が
設
置
さ
れ
た
牛
岐
城
趾
公

園
や
阿
南
駅
前
芝
生
広
場
で
は
、
多
く
の
来
場
者
の
目
を
楽
し
ま

せ
た
。
こ
の
「
光
の
か
ざ
ぐ
る
ま
」
の
制
作
に
は
延
１
，０
０
０

名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
参
加
し
て
完
成
さ
せ
、
市
民
一
体
の
夏
ま

つ
り
と
し
て
新
た
な
風
物
詩
と
な
っ
た
。

　

そ
の
他
、
恒
例
の
「
ご
み
ゼ
ロ
大
作
戦
」
も
開
催
さ
れ
、
６
ヶ

所
に
設
置
さ
れ
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
延
２
３
３
名
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
参
加
し
、
ご
み
の
分
別
や
ゴ
ミ
拾
い
な
ど
美
化
活
動
も

行
わ
れ
、
阿
南
の
夏
ま
つ
り
は
「
美
し
い
夏
ま
つ
り
」
と
し
て
定

着
し
て
い
る
。

　

23
日
は
フ
ィ
ナ
ー
レ
と
し

て
、浜
の
浦
公
園
に
お
い
て
１
，

５
０
０
発
の
花
火
が
打
ち
上
げ

ら
れ
、真
夏
の
夜
空
を
彩
っ
た
。

　

コ
ロ
ナ
で
閉
塞
感
が
高
ま
っ

て
い
た
中
、
２
類
か
ら
５
類
へ

の
位
置
づ
け
と
な
っ
た
こ
と
を

受
け
、
阿
南
の
夏
ま
つ
り
も

久
々
に
制
限
無
く
実
施
さ
れ
た
。

例
年
よ
り
も
1
日
短
縮
さ
れ
た

開
催
で
は
あ
っ
た
も
の
の
、
本

当
に
多
く
の
来
場
者
で
賑
わ
い
、

阿
南
に
活
気
が
も
ど
っ
た
２
日

間
だ
っ
た
。

第15回 阿南まちゼミ報告
　今年で11年目となる「阿南まちゼミ」は、54店舗（63講座）の
参加となり、毎年過去最高の記録を更新しています。その背景には、
安心安全なお店として認知され、受講料無料・販売・勧誘は絶対に
しないという「まちゼミルール」に則って開催されているからです。
また、新規参加店舗が15店舗も増えた理由の一つ目は、店舗PRが
確実にできることです。創業したての店舗の方でも、阿南市内にチ
ラシが配られ、無理なく新規のお客様が来店してくださることは
願ったりかなったり。二つ目は、まちゼミ実践店舗の異業種交流や
連携ができ、分からないこと等何でも相談できる関係性が構築でき

ていくからです。
　11年たった今でも常に開催内容は熟慮され、WEB申込を導入す
る等、時代に添った新しい手法に取り込んでいます。様々な方から、
WEB申込は便利な申込方法と喜ばれています。
　「地域を元気にしたい」と熱意を持った店主達は、「まちゼミ」を
きっかけに新しいことへの挑戦や自店の経営改善と地元店主との交
流連携で阿南市の特徴や魅力を活かした新しいまちづくりの取組に
も挑戦しています。

店舗名：もちほっぺ
オリジナルファーストサインを作って楽しもう

店舗名：さなだ行政書士事務所
相続でもめない為には･･･楽しく終活してみませんか

店舗名：１Loom
機織りで学ぶ！触れてみようtextile の世界

「お店が教室になる」

が
開
催
さ
れ
る
！
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販路開拓や生産性向上の取組みを支援します

小規模事業者持続化補助金
　持続化補助金は、小規模事業者が商工会議所の助言等を受けて経営計画を作成し、創意工夫を凝ら
して販路開拓等に取り組む費用を支援する制度です。

★対象者：常時使用する従業員が、商業・サービス業の方は、５人以下の小規
模事業者。
製造業・宿泊業・娯楽業・その他の方は、20人以下の小規模事業者。

★補助率：補助対象経費の2/3以内
（賃金引き上げ枠の赤字事業者については3/4）

★補助上限額：（一般枠）50万円　　
（卒業枠・創業枠・賃金引上げ枠・後継者支援枠）200万円
・インボイス枠（免税事業者からインボイス発行事業者に転換
する場合、上記補助上限額に50万円を上乗せ）

★採択率：55.6％（前回締切分）

★販促用チラシの作成・配布、マスコミやウェブ広告、看板設置、販促品の調達
（当所での採択事例：チラシ作成折込、雑誌広告、HP作成、看板設置、販促品調達　等）
★集客力を高めるための店舗改装、ネット販売システム構築、商談会や見本市への出展
（当所での採択事例：作業場拡大、トイレ改装、大都市圏での商談会出展　等）
★新商品開発や生産性向上のための機械の導入　等（単なる買替は対象になりません。）
（当所での採択事例：製造業での機械、自動車整備業や理美容業等での機器　等）

持続化補助金紹介ページ　https://r3.jizokukahojokin.info/ 	「持続化補助金」で検索

・申請をお考えの方は、下記までお問い合せ下さい。特に電子申請のアカウント（ＧビズID）の取得がまだ
の方は、お早めにお願いします。（次回締切日：12月上旬）
・小規模事業者に該当しない方には「事業再構築補助金」「ものづくり補助金」がございます。また、事業所
のデジタル化を支援する「IT導入補助金」もございます。
・「新型コロナウイルスからの再起」「物価高騰等の影響」等、事業環境の変化にお困りの方は、専門家である
「中小企業診断士」との面談が無料で受けられます（６時間まで）。詳しくはお問い合せ下さい。

●お問い合せ先：阿南商工会議所　☎0884−22−2301　　E-mail：anancci@anancci.or.jp

（これ以外でも、販路開拓・生産性向上に繋がる事業は対象になります。）

小規模事業者持続化補助金とは？

対象となる取り組み例
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あなたのこと、企業のこと、 
わかっているから
紹介します。

〒770-0841　徳島市八百屋町 2-11　ニッセイ徳島ビル5階
ＴＥＬ：０８８－６２６－９５１１　ＦＡＸ：０８８－６２６－９５１２
ｈｔｔｐｓ：//ｗｗｗ.ｓａｎｇｙｏｋｏｙｏ.ｏｒ.ｊｐ/

費用は

無料

　７月29日㈯に、女性会会員８名は第21番札所太龍寺ロープウェ
イ入口で、お参りからお帰りの方に向けてお接待をさせていただ
きました。冷たいおしぼりに阿波番茶・つまようじの入った詩織袋
などを巡礼者の皆様にお渡ししました。長旅の疲れを会員の皆様
との会話で少しは和らいで
いただけたら幸いです。
　コロナ感染症が５類に変
更されたことにより、巡礼
者も少しずつ戻ってきてい
ます。年に１度の事業です
が、私たちにとっても四国
八十八カ所世界遺産登録に
向けて頑張っていきたいと
思います。

　8月14日㈪に四国ブロック商工会議所青年部連合会 交流委員会
事業『観て踊って徳島の文化を体験しよう』を徳島県で開催しまし
た。四国ブロックYEGの交流委員会事業として、四国四県のそれぞ
れの地域の特徴を生かした委員会活動を行い、相互の交流拡大と深
化を図る活動を目的としています。今回は、徳島県の観光と『阿
波おどり』“体験＆見学”を行いました。ロープウェイにより眉山
山頂にて徳島を一望した後、阿波踊り「徳島商工会議所連」の出陣
式を行いました。出陣式では、
阿波鳴連による本場の阿波お
どりを教わり、徳島商工会議
所連として移動しました。“体
験”組は、両国本町無料演
舞場にて踊り、“見学”組は、
有料演舞場桟敷席にて阿波お
どりを見学しました。

青 年 部 だより女 性 会 だより

四国八十八カ所世界遺産登録事業
第21番札所太龍寺にてお接待！

四国ブロック商工会議所青年部連合会 交流委員会事業
「観て踊って徳島の文化を体験しよう」

　４年ぶりに開催された阿南の夏まつり最終日の７月23日㈰、
「第５回海のおしごとPRイベント」を牛岐城趾館展示室で開催
しました。
　このイベントは、市民の
方々に少しでも海に関わる
仕事、内航海運業のことを
知ってもらおうと2017年
から始めたものです。
　今回のイベントでは、例
年実施していた内航海運業
の紹介パネル展や航海機器の展示に加え、船が着岸する際に使
用するサンドレットを使った的当てゲームや魚釣りゲームなど
子供たちにも楽しんでもらえる楽しい催しを企画実施しました。
　事前告知もほとんどなかった中でも当日は約250名の来場者
があり、阿南市の地場産業でもある内航海運業というものがど
んなものなのか、知ってもらえたと思います。

ふなどころ阿南まちづくり協議会

内航海運業をPR！
第５回海のおしごと
PRイベントを開催 日

本
商
工
会
議
所
発
行

「
会
議
所
ニ
ュ
ー
ス
」に

掲
載
さ
れ
ま
し
た
！

2023年7月21日 会議所ニュース（日本商工会議所）（C）日本商工会議所 無断複製転載を禁じます。

（「会議所ニュース」とは、日本商
工会議所および全国各地の商工会
議所の政策提言や事業活動をはじ
め、ビジネスに役立つ情報を掲載
している情報誌です。）

　今年度から当所が発行している会報「ニュー阿
南」の表紙を募集するフォトコンテストの開催に
ついて日本商工会議所発行「会議所ニュース（７
/21号）」に掲載され、全国商工会議所（515箇所）
に紹介されました。
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美葬納棺師®が送る
邸宅型家族葬ホール

お電話は
こちら

24時間受付

0120－3158－94
さいごは くよう

株式会社ベルフォーレ
〒774-0030
阿南市富岡町西池田口21－3
TEL：0884－28－9588　FAX：0884－28－9585

米崎印刷株式会社
徳島県阿南市日開野町九反ヶ坪111-3
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最
古
の
遍
路
道「
か
も
道
」を
歩
く
、

那
賀
川
下
流
域
の
歴
史
を
学
ぶ

阿
南
工
業
高
等
専
門
学
校 

名
誉
教
授
　
湯
　
城
　
豊
　
勝

　

８
月
６
日
は
「
那
賀
川
の
日
」、
那
賀

川
の
愛
称
「
阿
波
の
八
郎
（
８
６
）」
の

語
呂
合
わ
せ
に
由
来
し
て
い
ま
す
。
毎
年

８
月
６
日
に
は
、
流
域
の
子
ど
も
た
ち
を

主
と
し
て
、
那
賀
川
を
知
っ
て
も
ら
う
、

那
賀
川
に
親
し
ん
で
も
ら
う
企
画
が
さ
れ

て
い
ま
す
。
今
回
の
「
な
か
が
わ
探
検
バ

ス
ツ
ア
ー
」は
、那
賀
川
の
歴
史
探
訪（「
か

も
道
」
歩
き
、
歴
史
施
設
見
学
）・
建
設

機
械
見
学
で
す
。
参
加
者
は
、
阿
南
市
・

那
賀
町
の
小
学
生
５
名
と
保
護
者
等
大
人

９
名
で
し
た
。

か
も
道

　
「
加
茂
谷
へ
ん
ろ
道
の
会
」
の
横
井
知

昭
会
長
ら
３
名
の
皆
さ
ん
の
案
内
に
よ
り
、

空
海
が
修
行
で
訪
れ
た
時
に
宿
泊
し
た
と

云
わ
れ
る
「
一
宿

寺
」
を
ス
タ
ー
ト

し
て
＂か
も
道＂
を

歩
き
ま
し
た
。
朝

方
に
止
ん
だ
雨
が

再
び
降
り
出
す
か

も
し
れ
な
い
と
の

こ
と
で
、傘
を
持
っ

て
歩
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
が
、
こ

の
傘
が
意
外
に
も

大
き
な
効
果
を
発

揮
し
た
の
で
す
。
雨
で
滑
り
や
す
く
な
っ

て
い
た
坂
道
で
は
、
杖
代
わ
り
に
な
っ
て

大
変
役
立
ち
ま
し
た
。
道
中
は
上
り
坂
の

連
続
、
お
ま
け
に
蒸
し
暑
か
っ
た
の
で
予

定
し
て
い
た
地
点
ま
で
行
く
こ
と
は
で
き

ず
、
約
１
キ
ロ
、
全
体
の
１
／
４
地
点
で

折
り
返
し
ま
し
た
。

　

＂か
も
道＂
に
は
、
太
龍
寺
へ
続
く
道
筋

に
多
く
の
丁
石
が
遺
さ
れ
、
こ
れ
ら
は
徳

島
県
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
丁

石
と
は
、
太
龍
寺
ま
で
あ
と
何
丁
と
い
う

距
離
を
石
に
刻
ん
だ
＂道
し
る
べ＂
で
、
１

丁
は
約
１
０
９
ｍ
に
な
り
ま
す
。
こ
の
遍

路
道
で
、
丁
石
・
室
堂
・
木
馬
（
き
ん
ま
）

道
な
ど
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
教
わ
り
ま
し

た
。

　

＂か
も
道＂
を
歩
い
た
後
、
加
茂
谷
川
堤

防
で
那
賀
川
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
＂り
ゅ
う

な＂
が
出
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。
一
緒
に

記
念
写
真
を
撮
影
し
た
後
、
お
松
権
現
を

参
拝
し
、
少
し
下
流
に
下
っ
て
美
味
し
い

昼
食
を
頂
き
ま
し
た
。

下
流
域
の
歴
史
を
学
ぶ

　

午
後
か
ら
は
、
那
賀
川
の
堤
防
付
近
に

遺
る
歴
史
的
な
施
設
を
見
て
回
り
ま
し
た
。

ま
ず
は
南
岸
堰
と
北
岸
堰
で
す
。
南
岸
堰

を
間
近
で
見
る
機
会
は
あ
ま
り
な
い
の
で
、

今
回
は
絶
好
の
ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト
へ
連
れ

て
行
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
右
岸
（
上
大

野
町
）
か
ら
見
え
る
堰
下
流
の
護
床
工
は

か
な
り
広
大
で
迫
力
が
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
、
老
朽
化
し
た
北
岸
堰
を
撤
去
し
、
現

在
那
賀
川
か
ら
の
取
水
は
南
岸
堰
の
み
に

な
っ
て
い
る
様
子
も
分
か
り
ま
し
た
。

　

次
に
訪
れ
た
の
が
野
神
神
社
で
す
。
こ

こ
に
は
悲
し
い
か
な
、
江
戸
時
代
の
堤
防

工
事
に
ま
つ
わ
る
人
柱
伝
説
が
残
っ
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
ガ
マ
ン
堰
跡
に
も
行
き
ま

し
た
が
、
こ
の
堤
防
閉
め
切
り
完
了
は
昭

和
18
年
と
の
こ
と
で
し
た
。
工
事
完
成
ま

で
は
、
那
賀
川
か
ら
溢
れ
た
水
が
度
々
右

岸
に
流
れ
込
ん
で
い
た
の
で
、
当
地
の
人

に
と
っ
て
は
「
ガ
マ
ン
せ
え
！
」
と
言
わ

れ
て
い
た
そ
う
で
す
。
さ
ら
に
下
流
で
は
、

バ
ス
車
中
か
ら
那
賀
川
橋
の
説
明
も
受
け

ま
し
た
。
那
賀
川
橋
は
、
昭
和
３
年
の
開

通
時
に
は
ト
ラ
ス
部
分
だ
け
で
し
た
が
、

川
幅
が
狭
い
と
い
う
こ
と
で
コ
ン
ク
リ
ー

ト
桁
部
分
を
継
ぎ
足
し
、
昭
和
17
年
に
引

堤
工
事
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。
先
ほ
ど
の

ガ
マ
ン
堰
の
締
め
切
り
、
那
賀
川
橋
地
点

の
引
堤
工
事
と
も
戦
時
中
と
い
う
こ
と
に

驚
き
で
す
。

辰
巳
水
防
倉
庫

　

最
後
は
、
河
口
の
辰
巳
工
業
団
地
に
あ

る
辰
巳
水
防
倉
庫
で
す
。
主
に
排
水
ポ
ン

プ
や
照
明
車
を
見
学
し
ま
し
た
が
、
子
ど

も
た
ち
は
大
き
な
照
明
車
を
実
際
に
操
作

さ
せ
て
も
ら
っ
て
大
喜
び
で
し
た
。

　

台
風
６
号
が
、
前
代
未
聞
の
Ｕ
タ
ー
ン

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ツ
ア
ー
が
で
き
る

か
ど
う
か
を
心
配
し
ま
し
た
が
無
事
で
き

ま
し
た
。
小
学
生
に
と
っ
て
は
内
容
が
少

し
難
し
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
那

賀
川
を
知
る
た
め
に
は
非
常
に
興
味
あ

る
内
容
で
し
た
。
夏
休
み
の
自
由
研
究
の

テ
ー
マ
に
し
て
も
面
白
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、
今
回
も
た
く
さ
ん
の
方
に
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
こ
と
を
感
謝
し
ま
す
。

「りゅうな」と一緒に記念撮影

ガマン堰跡を見学

主
催
：
ゆ
き
か
う
那
賀
川
推
進
会
議
事
務
局
（
国
交
省
那
賀
川
河
川
事
務
所
・
徳
島
県
）

共
催
：
那
賀
川
ア
フ
タ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム

●日時：令和５年11月19日㈰　
　　　　10時～ 12時30分（予定）
●場所：四季美谷温泉　駐車場　特設会場

（那賀町横谷夏切３−３）
●主催：那賀川アフターフォーラム

第14回那賀川源流コンサート
お
知
ら
せ

お問い合わせ：事務局長　森岡和美　
TEL：090−4339−1341
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　この２つのライセンスを活かし、お客様が土地を選ばれてから建
物を建てるまでワンストップサービスで行われています。一貫して
行うことにより、時間の短縮やお客様とじっくりヒアリング・柔軟
な対応することができるメリットが生まれるそうです。 
　また木下さんは、経営者団体（阿南商工会議所青年部）に所属し
ており、他業種の方と協力してまちゼミに参加されたり、日々、自
己研鑽に励んでいます。 
　「土地家屋調査士は、依頼いただいた方はもちろん隣接地の方に
もご納得していただいて土地の境界を決めなければいけません。で
すから依頼人・隣接の方にしっかりと説明して、寄り添いながら仕
事をすると決めております。そのために１人１人のお話をじっくり
と聞き、安心していただくことがとても大事である。」と力強く語っ
ていただきました。 
　「お隣さんと家の境界線がわからない」「相続などで土地を分割し
たい」「畑、田に家を建てたい」など悩まれている方がいらっしゃ
いましたら一度ご相談されてみてはいかがでしょうか。 

　「農地を駐車場にしたい」、「土地の
境界がわからない」、「家を建てたい」
など、不動産に纏わることを、まず誰
に相談すればよいのか悩まれたことが
あるかと思います。そんな悩みを解決
してくれるのが「土地家屋調査士」で
あり、土地や建物の調査や測量から登
記に関することまで相談することができる専門家です。
　今回ご紹介する土地家屋調査士は、木下峻輔さん（36）です。阿
南市出身の木下さんは、愛媛県からＵターンし、父親が経営してい
る木下総合事務所に勤めています。 
　木下さんは幼少期から父親の仕事を間近で見てきたことや地元の
方の大切な土地、建物等の財産を守っている姿に憧れを持ち、合格
率８〜９％という高い壁を乗り越え、念願の土地家屋調査士の資格
を取得するだけでなく、行政書士の資格も持たれており、ダブルラ
イセンスを活かして活動されています。 

小さな店が
輝く時
木下総合
事務所

木下総合事務所
住所：阿南市富岡町玉塚69番地2
営業時間：9：00〜18：00

（月曜日〜金曜日）

プロフィール

「不動産登記の専門家」
取材させていただける会員事業所を
募集中です！ぜひご連絡ください。

　木下総合事務所では、土地家屋調査士と行政書士の業務を主に開発
許可・農地転用・境界確定・登記を行っています。 
※行政書士業務：建物を建てる時やその土地が農地であった場合「開

発許可」「建築許可」「農地転用」といった許認可取得。 
※土地家屋調査士業務：法務局にて登記する際の申請代理人となる事

ができる。許認可取得にあたって、測量、登
記また、土地の境を明らかにするために「境
界確定」が必要な場合がある。 
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東京商工会議所　企画検定試験

ご
加
入
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

新 会 紹さん規 員 ご 介
R5.6/6～R5.7/26

※尚、上記掲載につきましては、加入の際に掲載承諾を頂いた事業所のみ、ご紹介しております。当商工会
議所では、組織基盤の強化を図るため会員の募集をしております。お知り合い、お取引先などで未加入の
事業所・団体がございましたら、是非この機会にご紹介頂けますようお願い申しあげます。

那賀川BLUEBERRY みき農園
自然とふれあい心休まって笑顔になる場を目指します。
代表／三木　美穂【観光農園】
阿南市那賀川町中島1353　☎︎080–5092–5072

若石流　足もみのお店　M・H・S
足裏からカラダもココロも整えるお手伝いをしています。
代表／板東　信吾【リフレクソロジー】
阿南市山口町平野92-7　☎︎090–5911–0622

もちほっぺ
ベビーマッサージで親子の絆を深めよう！
代表／西條　まどか【ベビーマッサージ教室・資格取得スクール】
阿南市宝田町中友167-5　☎︎090–6284–1254

Voyage BMXスクール 夢中になれる！徳島初のBMX教室。
代表／片岡　えいじ【BMX 教室】
阿南市深瀬町大畝町70　☎︎090–9883–6055

1Loom
昔ながらの織機を使いストールや小物を作っています。
代表／西　千晶【藍染めと機織り】
阿南市大潟町141　MAIL：1loom.ori@gmail.com

　本年度から阿南商工会議所会報「ニュー阿南」（※奇数月発行）の表紙
に掲載する写真を募集します。フォトコンテストに応募
された作品の中から厳正な審査をもって１つの作品を選
定し、表紙に掲載させていただきます。今回入選された
方は11月号の表紙に掲載します。たくさんのご応募お
待ちしております。
募集テーマ：冬季を感じることができる阿南市の風景
申込開始：９月１日㈮　　申込締切：10月13日㈮
申込方法・詳細については、阿南商工会議所ＨＰからお願いします。

お問い合わせ：阿南商工会議所　浜田
TEL：0884−22−2301  E-mail：y-hamada@anancci.or.jp

阿南商工会議所会報
「ニュー阿南」 フォトコンテスト

阿南商工会議所ＨＰ

　青色申告会では、個人事業主の皆様に適正な申告を行っ
ていただくために記帳から決算・確定申告までの指導等、お
手伝いをさせていただいております。是非ご入会ください！！

お問い合わせ
阿南市青色申告会　TEＬ：0884－22－2301

阿南市青色申告会 会員募集 !阿南市青色申告会 会員募集 !

●試 験 日　11月19日㈰)
●申込期間　10月 3日㈫〜10月20日㈮
●受 験 料　1級：7,850円　２級：4,720円　３級：2,850円
●試験会場　阿南商工会議所（阿南市商工業振興センター）

【お問い合わせ】　阿南商工会議所　業務課　TEL：0884−22−2301

第165回　日商簿記検定

【お問い合わせ】 東京商工会議所　検定センター　
 TEL：050−3150−8559　
 （土日・祝休日・年末年始を除く10：00～18：00）

【お問い合わせ】
受付 9：00～16：00　TEL：0884−24−3232
https://anancci.or.jp【各種サービス】

検 定 試 験 のご案内

　阿南市商工業振興センターは、JR阿南駅に直結した恵まれた
立地にあり、WEB配信設備も整った施設です。
　少人数～100名まで収
容可能な貸室を完備。
（駐車場あり）
　会議・講習会・研修・
セミナー・試験など、人
数や用途に合わせてご利
用ください。

阿南市商工業振興センターを
ご利用ください！
WEB会議やセミナーのライブ配信等の
設備も整っています。

阿南商工会議所 特別講演会（主管：工業部会）
カーボンニュートラルと省エネに
向けた取り組みについての説明会

●日時：令和５年10月４日㈬　
14時～16時（説明会） ～17時（個別相談会）

●場所：阿南市商工業振興センター２F
●講師：藤田　和久 氏

独立行政法人中小企業基盤整備機構 四国本部
中小企業アドバイザー（経営支援）
テーマ：カーボンニュートラルへの取り組みのポイント

～取り組まないとどうなるの？～

真鍋　茂 氏
一般財団法人 省エネルギーセンター 四国支部
エネルギー使用合理化専門員
テーマ：「カーボンニュートラルへの第一歩：

省エネ最適化診断」
●定員：25名（先着順） 　※締切：９月22日㈮
●後援：独立行政法人中小企業基盤整備機構 四国本部

【お問い合わせ】　阿南商工会議所　TEL：0884−22−2301

受講無料

阿
南
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会
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